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(
1
)
 

本
稿
は
、
前
稿
の
あ
と
を
受
け
、
欧
陽
予
偕
(
-
八
八
九
ー

一
九
六
二
）が、

研
究
所
で
の
活
動
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
ず
、
欧
陽
予
偕
が
ニ

―
年
に
南
通
伶
工
学
社
を
離
れ
た
あ
と
、
広
州
に
招
聘
さ
れ
る
ま
で

の
足
取
り
を
正
確
に
押
え
、
招
聘
先
の
広
東
の
演
劇
界
の
流
れ
を
、
晩
清
期
か
ら
概
観
す
る
。
そ
の
上
で
、
欧
陽
予
偕
の
広
東
戯
劇
研

究
所
で
の
活
動
が
、
広
東
の
演
劇
界
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

一
、
上
海
・
南
京
・
広
州

欧
陽
予
偕
は
、
南
通
か
ら
上
海
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
基
本
的
に
は
、
再
び
京
劇
の
名
女
形
と
し
て
舞
台
に
復
帰
す
る
こ
と
に
な
る
。

(
3
)
 

亦
舞
台
、
第

一
台
な
ど
を
転
々
と
し
、
余
叔
岩
、
馬
連
良
、
周
信
芳
と
い
っ
た
鉾
々
た
る
南
北
の
名
老
生
と
同
じ
舞
台
に
立
っ
て
い
る

欧
陽
予
偕
と
広
東
戯
劇
研
究
所
（
上
）

は
じ
め
に 欧

陽
予
情
と
広
東
戯
劇
研
究
所
（
上
）

人

文

研

究

大

阪

市

立

大

学

文

学

部

紀

要

第
四
五
巻
第
五
分
冊

一
九
九
三
年
十
二
月

一七

一
九
二
九
年
か
ら
三
一
年
ま
で
所
長
を
務
め
た
広
東
戯
劇

松

浦

恒

雄
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欧
陽
予
偵
と
広
東
戯
劇
研
究
所
（
上
）

こ
と
か
ら
、
彼
の
名
声
は
、
衰
え
る
ど
こ
ろ
か
、
ま
す
ま
す
威
を
ふ
る
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

『
終
身
大
事
」
を
男
女
共
演
で

復
帰
初

H
に
浪
じ
た
『
人
面
桃
花
』
の
劇
評
は
、
す
ぐ
さ
ま
新
聞
に
載
り
、
「
う
た
声
の
凄
絶
さ
、
表
現
の
素
睛
ら
し
さ
、

う
際
に
両
膝
を
や
や
打
ち
ふ
る
わ
せ
て
目
の
動
き
を
少
し
止
め
る
様
な
ど
、
情
理
に
か
な
っ
た
表
現
は
、
予
偕
の
外
に
は
、
見
ら
れ
ぬ

所
で
あ
ろ
う
」
と
評
さ
れ
た
。
天
性
の
の
ど
の
良
さ
と
正
確
な
心
理
描
写
に
よ
る
芸
風
は
、
依
然
、
健
在
で
あ
っ

た
。
予
偕
演
ず
る
杜

(5
)
 

宜
春
の
歌
詞
を
刷
り
込
ん
だ
紙
も
、
「
戯
目
」
（
当
日
の
上
演
演
目
を
記
し
た
チ
ラ
シ
）
と
共
に
配
ら
れ
、
観
客
の
理
解
を
助
け
た
。
そ
の
後、

(
6
)
 

『
青
梅
』
、
『
E
堂
春
』
、
新
編
『
臥
薪
営
胆
』
な
ど
、
予
偕
の
劇
評
は
、
次
々
と
「
申
報
』
の
紙
面
を
賑
わ
し
た
。

新
舞
台
で
は
、
当
時
大
流
行
を
見
せ
て
い
た
連
台
本
戯
を
手
掛
け
る
。
狂
優
朗
、
沈
泳
血
、
予
情
の
三
人
の
共
編
に
な
る
新
編
歴
史

物
『
徽
欽
二
帝
』
を
頭
本
か
ら
五
本
ま
で
演
じ
、
劇
評
も
『
申
報
』
だ
け
で
計
十
九
本
も
掲
載
さ
れ
る
。
欧
陽
予
偕
は
、
こ

の
劇
の
た

め
様
々
な
舞
踊
を
創
作
し
た
。
頭
本
で
は
、
産
妃
に
扮
し
、
「
字
舞
」
と
い
う
七
人
の
舞
い
と
「
佳
人
剪
牡
丹
舞
」
と

い
う
八
人
の
舞

い
を
中
心
と
な
っ
て
踊
り
、
二
本
で
は
、
李
師
師
に
扮
し
て
、
鏡
を
持
っ
て
の
「
対
舞
」
が
、
絶
付
さ
れ
た
。
第
一
台
で
も
、
周
信
芳

八
本
）
を
演
じ
て
い
る
。

と
連
台
本
戯
『
漢
劉
邦
統
一
滅
秦
楚
』
（
ニ
ー

こ
の
問
、
予
偕
は
、
話
劇
の
活
動
に
も
租
極
的
に
参
加
し
、
話
劇
の
台
本
も
二
本
（
「
溌
婦
」
、
「
回
家
以
後
」
）
書
き
上
げ
て
お
り
、

し
ろ
、
こ
ち
ら
の
活
動
の
方
に
、
芸
術
的
自
負
心
を
託
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。

十
二
、
二
十
三
日
に
は
、
戯
劇
協
社
の
第
二
同
公
演
と
し
て
、
洪
深
の
監
督
指
揮
の
下
、
胡
適
の

/‘ 

む

一
九
二
二
年
末
、
注
仲
賢
（
優
湘
）
の
紹
介
で
、
成

(
9
)
 

立
し
た
ば
か
り
の
上
海
戯
劇
協
社
に
加
入
。
翌
二
三
年
二
月
に
は
、
戯
劇
改
進
社
の
名
目
で
、
笑
舞
台
を
借
り
て
「
趙
闇

E
」
を
卜
演

.10
)
 

の
ち
、
彼
を
戯
劇
協
社
に
紹
介
す
る
。

そ
の
舞
台
を
見
に
行
き
知
り
合
い
と
な
り
、

(11
)
 

ま
た
、
南
方
大
学
や
両
江
女
子
師
範
で
戯
劇
学
を
講
じ
、
両
江
女

f
師
範
で
は
、
学
生
を
指
甜
し
て
自
作
の
『
溌
婦
」
を
上
演
、
勤

業
女
子
師
範
か
ら
は
、
同
校
の
義
務
劇
に
参
加
し
た
関
係
か
ら
か
、
ご
人
の
女

f
学
生
を
戯
劇
協
社
に
紹
介
し
て
い
る
。
同
年
几
月
「

し
た
洪
深
と
、

気
を
失

(450) 



欧
陽
予
偕
と
広
東
戯
劇
研
究
所
（
上
）
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、
よ
け
涙
へ
り
じ
墨
は
日
K
旧
ほ
序

o
r
‘
u
q

『
溌
婦
』
を
男
だ
け
の
上
演
で
行
な
い
、
男
女
共
演
の
自
然
さ
を
強
く
訴
え
る
が
、
欧
陽
予
伯
は
、

,•八

こ
の
時
の
『
溌
婦
』
は
、
洪
深
の
改
作
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
十
二
月
九
日
に
は
、
男
女
共
演
で
原
本
通
り
の
「
溌
婦
」
が
再
演
さ
れ
て

(15
)
 

い
る
。
こ
こ
に
も
、
予
偕
の
自
負
が
う
か
が
え
よ
う
。

一
九
二
五
年
五
月
三
十
一
日
に
は
、
欧
陽
予
偕
が
、
大
連
公
演
中
に
翻
訳
し
た

イ
プ
セ
ン
の
『
愧
儡
之
家
庭
』
が
、
同
じ
く
戯
劇
協
社
に
よ
っ
て
昼
夜
二
回
舞
台
に
か
け
ら
れ
、
女
権
運
動
拡
大
の
好
材
料
と
し
て
、

(16
)
 

女
子
学
生
陪
か
ら
大
歓
迎
を
受
け
た
。

一
九
二
六
年
初
め
、
欧
陽
予
偕
は
、
興
味
本
位
の
連
台
本
戯
の
舞
台
に
見
切
り
を
つ
け
る
と
(
-
九
二
六
年
一
月
六
日
以
降
）
、

の
紹
介
で
、
香
港
か
ら
上
海
へ
移
っ
て
き
た
ば
か
り
の
民
新
影
片
公
司
に
入
る
。
欧
陽
予
偕
の
民
新
へ
の
加
人
を
最
初
に
確
認
で
き
る

(17
)
 

一九―

一六
年
三
月
で
あ
る
。

民
新
で
は
、

卜
万
蒼
の
監
督
し
た
『
玉
潔
泳
清
』
の
脚
本
を
手
掛
け
、
卜
万
蒼
の
退
社
後
ば
、
監
督
に
迎
え
ら
れ
て
、
『
三
年
以
後
」
、

『
天
涯
歌
女
』
を
撮
っ
た
。
こ
の
三
作
は
、
い
ず
れ
も
試
写
会
か
ら
満
員
の
盛
況
で
、
『
三
年
以
後
』
の
封
切
り
日
に
は
、
上
映
の
回
ご

と
に
立
見
で
も
入
場
で
き
な
い
客
が
、
三
、
四
百
人
も
出
る
騒
ぎ
で
あ
っ
臣
。

欧
陽
予
偕
は
、
こ

の
時
期
、
上
海
民
新
影
戯
専
門
学
校
の
設
立
に
も
か
か
わ
っ
て
い
る
。
侯
曜
が
校
長
、
徐
公
美
が
教
務
長
、
欧
陽

予
偕
、
田
漢
、

唐
愧
秋
、
芳
信
ら
が
各
科
の
教
務
に
あ
た
っ
臣
。
こ
う
し
た
学
校
の
設
立
は
、
自
ら
の
俳
優
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
か
っ

た
民
新
が
、
映
画
撮
り
を
順
調
に
進
め
る
た
め
の
人
材
確
保
の
方
策
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
「
映
画
を
教
育
の
エ
具
と
し
、
映

(22) 

画
工
作
者
が
自
重
し
、
努
力
し
、
芸
術
的
価
値
の
高
い
映
画
を
撮
れ
る
よ
う
」
考
え
て
い
た
欧
陽
予
偕
の
意
に
適
っ
た
も
の
で
も
あ
っ

民
新
の
上
海
で
の
再
出
発
を
示
す
「
宣
言
」
に
、
映
画
の
趣
旨
の
純
正
さ
と
作
品
の
優
美
さ
を
極
力
追
求
す
る
こ
と
を
謳
っ
て
い
足

予
偕
は
、
監
督
第
二
作
目
の
『
天
涯
歌
女
』
で
は
、
主
演
俳
侵
の
演
技
、
衣
裳
及
び
背
景
な
ど
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
外
、

た
は
ず
だ
。

の
は
、

(14 

そ
の
化
粧
を
担
当
し
た
。

カ
メ
ラ

卜
万
蒼

た
だ
、

,athhnn・‘ 

を
り
女

4

へ
•
r

、
、

(451) 



が
、
内
戦
の
影
響
で
、
計
画
は
三
日
で
潰
え
る
。
上
海
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
は
、
上
海
芸
術
大
学
の
文
学
系
の
教
授
に
招
か
れ
、
の
ち
、

(30) 

戯
劇
科
（
舞
台
劇
系
と
軍
影
劇
系
）
が
増
設
さ
れ
、
翌
春
の
正
式
開
設
を
待
た
ず
に
、
授
業
が
始
ま
る
。
欧
陽
予
偕
は
、
そ
こ
で
教
鞭
を
執

り
、
十
二
月
に
は
、
同
大
学
が
主
催
す
る
上
海
芸
術
魚
龍
会
に
出
演
し
、
周
信
芳
と
共
に
自
ら
京
劇
よ
り
改
編
し
た
話
劇
『
播
金
蓮
」

を
演
じ
た
。

翌
二
八
年
六
月
頃
、
広
東
の
陳
真
如
軍
長
か
ら
欧
陽
予
情
に
、
広
東
で
孵
劇
改
良
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
欲
し
い
旨
の
打
診
が
幾
度
か

そ
の
後
の
欧
陽
予
偕
は
、

な
『
国
民
劇
場
』
を
や
ろ
う
と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

欧
陽
予
偕
と
広
東
戯
劇
研
究
所
（
上
）

(24) 

に
わ
ざ
わ
ざ
日
本
人
技
師
を
採
用
し
、
中
国
初
の
ソ
フ
ト
フ
ォ
ー
カ
ス
の
画
面
を
作
り
、
部
分
的
に
カ
ラ
ー
を
導
入
、

字
幕
は
、
白
競

(25
)
 

画
会
の
画
家
に
仕
し
げ
て
も
ら
う
な
ど
、
映
画
の
技
術
面
か
ら
も
、
作
品
の
芸
術
性
を
支
え
た
。
『
天
涯
歌
女
』
が
、
純
芸
術
映
画
と

喧
伝
さ
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
予
偕
の
取
り
組
み
に
よ
る
。
し
か
し
、
民
新
は
、
次
の
仕
事
と
し
て
、
『
孫
行
者
大
開
天
宮
』

(26 

を
求
め
た
。
結
局
、
予
偕
は
、
民
新
も
辞
し
、

（三
、
四
本
）

の
制
作

大
舞
台
で
『
観
世
音
得
道
』

『
義
妖
伝
』
（
頭
ー
八
本
）
、
『
侠
客
奇
中
奇
』
（
頭
、

二
本
）
な
ど
の
連
台
本
戯
に
出
る
こ
と
と
な
っ
た
。

欧
陽
予
偕
は
、
大
舞
台
の
よ
う
に
三
日
ご
と
に
新
し
い
芝
居
を
演
じ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
環
境
で
は
、
演
劇
改
革
な
ど
到
底
不
可

能
で
あ
る
こ
と
を
痛
切
に
認
識
さ
せ
ら
れ
、
演
劇
改
革
を
進
め
る
に
は
、
以
下
の
二
点
に
拠
る
外
な
い
と
結
論
し
た
。

を
出
し
て
模
範
的
な
小
劇
場
を
建
設
す
る
こ
と
、

＿つ
は
、
劇
場
経
営
の
外
に
い
る
演
劇
の
専
門
家
が
、
犠
牲
的
精
神
で
自
己
の
主
張
を
貫
徹
す
る
こ
と
。

二
つ
は
、
政
府
が
補
助
金

(28) 

で
あ
る
。

(29
)
 

こ
の
欧
陽
予
偕
の
主
張
は
、
演
劇
仲
間
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
明
中
「
初
期
運
動
的
南
国
」
に
は
、
田
漢
が
全
て
自
前

で
演
劇
活
動
を
進
め
た
の
と
対
照
的
に
、
余
上
況
は
資
本
家
の
力
を
頼
り
に
し
、
「
欧
陽
先
生
は
い
つ
も
政
府
の
力
を
借
り
て
大
規
模

一
九
二
七
年
八
月
、
田
漢
に
誘
わ
れ
、
南
京
国
民
政
府
の
政
治
部
芸
術
科
で
国
民
劇
場
の
設
立
に
携
わ
る

一
九
二
七
年
五
月
か
ら
再
び
旧
劇
の
舞
台
に
戻
る
。
彼
は

ご

(452) 
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陽
予
偕
と
広
東
戯
劇
研
究
所
（上）

二
、
広
東
の
演
劇
界
（
晩
清
ー
—
一
九
二
八
）

.

.

.
 

＇,．,

＇

,

 

≫ゲ.
-
"
'
》^し
。

§
1
「
＼
じ
牛
上

lIn屈
‘

t1古
ぷ

0
は
霰
8

名
月
↑
田
阜
E
只
人、
9
贔

u
g
"
｝
位
に
、

rご
白
へ
t

し

9

あ
り
、
十
月
初
め
に
は
上
海
で
広
東
省
政
府
主
席
李
済
深
に
会
い
、
広
東
へ
同
道
す
る
こ
と
ま
で
決
ま
続
。

十
月
二
十
一
日
（
重
陽
節
）
、
欧
陽
予
偕
は
、
洪
深
、
田
漢
、
朱
穣
丞
と
の
連
名
で
、
戯
劇
協
社
、
南
国
社
、
辛
酉
社
の
メ
ン
パ
ー
を

召
集
、

三
社
合
同
の
組
織
と
し
て
戯
劇
運
動
協
会
の
設
立
を
決
定
し
た
。
席
上
、
欧
陽
予
偕
は
、
広
東
行
き
の
こ
と
に
も
触
れ
、
「
た

ぃ
-た

私
の
目
的
を
達
せ
ん
が
た
め
で
あ
っ
て
、
場
所
は
ど
こ
で
も
よ
か
っ
た
。
思
う
に
、
私
が
広
東
に
い
よ
う
と
、
漢
口
に
い
よ
う
と
、

演
劇
の
進
歩
（
に
努
め
る
気
持
ち
）
や
そ
の
目
的
は
、
き
っ
と
皆
と
同
じ
は
ず
だ
。
数
年
後
に
は
、
私
は
必
ず
新
し
い
創
作
を
行
な
う
で

(32) 

あ
ろ
う
」
（
括
弧
内
は
引
用
者
）
と
抱
負
を
語
っ
た
。

十
一
月
十
七
日
、
欧
陽
予
偕
は
、
李
済
深
と
共
に
広
東
へ
向
か
う
フ
ラ
ン
ス
郵
便
船
上
の
人
と
な
り
、
二
十
日
午
前
六
時
、
香
港
着
。

香
港
か
ら
鉄
道
で
同
日
午
後
七
時
、
広
州
に
到
着
し
が
‘°

で
は
次
に
、
広
東
に
お
け
る
演
劇
の
状
況
に
つ
い
て
、
白
話
劇
を
中
心
に
、
晩
清
か
ら
広
東
戯
劇
研
究
所
の
成
立
す
る
直
前
(
-
九

ニ
八
年
末
）
ま
で
を
概
観
し
て
お
き
た
屯
゜

広
東
の
演
劇
界
に
新
し
い
動
き
が
起
こ
る
の
は
、
晩
清
期
の
革
命
運
動
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
晩
清
期
に
は
、
多
少
の
時
間
の
前

後
は
あ
る
が
、
全
国
各
地
に
演
劇
改
革
の
運
動
が
起
こ

っ
て
い
る
。
有
名
な
の
は
、
上
海
の
文
明
新
戯
、
西
安
の
易
俗
社
の
秦
腔
改
革
、

成
都
の
戯
曲
改
良
公
会
の
川
劇
改
革
、

そ
し
て
広
東
の
志
士
班
の
瑯
劇
改
革
で
あ
る
。
最
後
の
広
東
の
例
に
つ
い
て
は
、
漉
自
由
「
広

東
戯
劇
家
与
革
命
運
動
」
（
以
下

「
凋
」
と
略
）
に
詳
し
い
。
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
采
南
歌
、
優
天
影
、
振
天
声
、
現
身
説
法
社
、
移
風

社
、
現
身
説
法
台
、
振
南
天
な
ど
の
劇
団
は
、
い
ず
れ
も
革
命
の
宣
伝
や
風
俗
人
心
の
変
革
を
題
材
に
し
た
新
岬
を
演
じ
る
瑯
劇
の
劇

(C
)

（

A
)
 

団
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
長
衣
を
着
、
互
い
に
同
志
と
呼
び
あ
い
、
旧
劇
団
が
移
動
に
用
い
る
「
紅
船
」
で
は
な
く
、
緑
船
を
用
い
、

1
U
t白

H(
n
h
9.9▼、
-Hi卜
ぅ
ァ
ー、＂贔n
'し
ー
ヒ

û
"：[＂り
S
u
iれ
r'・

．ょ
n
1

(453) 



九
二
四
年
に
も
う
一
度
復
活
す
る
。
以
前
の
優
天
影
と
区
別
す
る
た
め
、
そ
の
年
の

F
支
を
冠
し
て
、

Efl子
優
天
影
と
呼
ぶ
。
ふ
者
カ

た
陳
景
華
（
広
州

察
庁
庁
長
）
か
、
広
束
都
愕
龍
光
済
に
殺
害
さ
れ
る
に
及
び
、
広
州
行
き

年
の
こ
と
て
あ
ろ
う
か
。

そ
の
後
、
黄
魯
逸
は
、
再
び
香
港
で

天
影
を
復
活
さ
せ
る
力
‘
支
援
者
だ

っ

(
I
》

な
ら
ず
に
解
散
し
た
。

影
は
、

一
九

0
八
年
、
消
朝
政
府
に
fJR
止
さ
れ
解
散
の
や
む

r
に
至
る

天
影
の
影

公
演
に
出
か
け
る
か

公
演
は
い
ず
れ
も
大
入
り
満
員

犬
影
は
、
直
統
JC

を
擁
し
、
強
い
影

火
社
、
優
火
影
か
ら
は

ij団
の
糾
糀
者
で
あ
る
卜
心

t
た
ち
が

な
り
や
愛
国
歌
を
歌
い
な
か
ら
行
進
す
る
様
は

そ
の
日
に
演
ず
る
乏
居
の

ヒニ

出

軍
楽
に
和
し
て
高
ら
か
に
愛
国
の
歌
を
歌
い

欧
陽
予
偕
と
広
東
戯
劇
研
究
所
（
上
）

営
業
公
演
よ
り
も
、
革
命
宣
伝
の
義
務
劇
を
多
く
行
な
っ
た
。
劇
団
の
組
織
者
は
、
典
中
会
会
且
ゃ
ン
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
社
会
的
地

革
命
運
動
の
指
＃
的
立
場
に
あ
る
人
々
て
あ
っ
た
。
例
え
は
、
采
南
歌
創
設
に
あ
た
っ
て
、
飯
初
の
捉
起
者
と
な

っ
た
程

f
儀
は
、
陸
軍
学
堂
を
起
こ
し
た
こ
と
も
あ
る
社
会
教
育
に
志
を
持
つ
人
物
（

「凋
一
）
。
蚊

K
の
出
行
者
で
あ
っ
た
ギ
紀
党
は
、
大
汽

九
を
革
命
に
つ
き
こ
ん
だ
。
1
1

団
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
陳
少
‘
日
は

を
結
ん
だ
革
命
初
期
の

「
四
大
冦
」
の

一
人
て
あ
っ
た

そ
の
采
南
歌
の
学
徒
た
ち
の
製
村
て
の

L
演
風
娯
か
記
録
に
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
村
に
布
く
と
、
体
挽
服
に
茅
靴
で
、

舞
台
に
上
が
っ
た
。
ま
す
、
朴
栴
な
や
り
と
り
で
、

t
"）
 

事
を
、
お
お
よ
そ
説
明
し
、
観
客
に
し
か
と
解
ら
せ
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
学
徒
た
ち
の
封

程

f
儀
の
陸
軍
学
堂
で
の
経
験
か
そ
の
ま
ま
応
川
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
111
心
え
る
。

采
南
歌
か
二
年
足
ら
ず
で
解
散
し
た
後
、
黄
杓
逸
等
が
糾
織
す
る

自
ら
舞
台
に
立
ち
、
「
志
土
班
」
と
呼
ば
れ
た
。
優
犬
影
は
、
鄭
君
可
（
花

n)や
姜
田
荏
侠

(Bと
い
う
傑
出
し
た
俳

(
1
)
 

力
を
誇
っ
た
。
鄭
君
可
の
行
く
先
々
は
、
空
前
の
盛
況
で
あ
っ
た
と
い
う
。

梧
州
の
同
盟
会
会
員
は
、
宣
統
三
年
、
優
天
影
に
倣
っ
て
、

カ
の
一
斑
を
う
か
か
う
こ
と
か
て
き
よ
う
。
た
た
し

《

Bの
て
、
梧
州
公
演
は
光
緒

者
勝

Il社（
「物
競
天
択
」
の

：
年
の
間
に
広
西
省
梧
州
に

事
態
を
怪
し
ん
た
官
憲
の
妨
土
2

に
逍
っ
て
よ
う
や
く
仏
州
へ
返
っ
た
と
い
う
。

、h
.

苓
取
る
）
を
糾
織
し
た
。

列
を
組
み

村
を

一
周
し
て
か
ら

産
家
の
三
男
て
、
汽
産
の

1
分
之
八

孫
文
と
義
兄
弟
の
契
り

位
か
高
く

(454) 



フ
劇
だ
け
で
は
な
く
、
瑯
劇
も
演
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
と
で
・
り
う
そ

n
‘
_
-
R
§

送

µ
`
l
;
‘
-
•

『
?
-
↓

t
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d
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r
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；
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＇
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u
ャ
f
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^
f
4
M
9
9

音
序
且
＾

．「
月
、

r
1
支

i
9

屑
克
沼

~
a
a

詈

0
；̂
.
n

囀
り

~
i
u
I
r

面

h
i
f

'
;
t
I

.. ？
-i
,9K
侑

h
し

t
o

軋

t信
沢

t'‘

・ト・2
屠
旦
R-mヤ
＇

h
:
n

屈

~
L
し

．1
-

音
徊

J而
す
‘
・
り
。
り

i
"
O
§

天

g
,
'
i
R

』
月
・
l
i
．り

t

り
、
，

t
0

年
り
干
支

を
§
｀

ー
》

『
し
、

幕
）
を
配
し
た
と
い
う
『
路
不
拾
迫
』
（
昼
）
と
『
女
招
待
阿
英
嫌
疑
命
案
』
（
夜
）
の
公
演
で
あ
る
（
「
広
」
同
日
）
。
す
で
に
「
志
士
班
」

「
志
士
班
」

で
も
、

一
九
二
四
年
八
月
十
九
日
、
河
南
戯
院
で
、
全
場
に
「
特
別
新
景
」
（
特
製
の
背
景

は
っ
き
り
と
白
話
の
み
に
よ
る
演
劇
の
成
立
を
確
認
で
き
る
の
は
、

(
D
)
 

一
九
〇
七
年
に
香
港
に
成
立
。
成
立

声
白
話
劇
社
で
あ
る
。
「
白
話
配
景
劇
之
濫
腸
」
と
言
わ
れ
、
陳
少
白
が
『
自
由
花
」
、
『
賭
世
界
』
、
『
父
之
過
」
、
「
愚
也
直
」
な
ど
の

台
本
を
編
ん
だ
（
「
凋
」
）
。
『
梨
影
』
雑
誌
(
-
九

一
八
？
）
に
掲
載
さ
れ
た
『
父
之
迦
」
（
全
七
幕
の
う
ち
第
一
幕
の
み
）
の
台
本
を
見
て
み
る

と
、
ま
ず
、
角
書
き
に
「
笞
世
新
劇
」
と
あ
り
、
「
劇
情
」
と
「
登
場
人
物
」
の
紹
介
が
あ
っ
て
、
背
景
説
明
、

家
庭
教
育
の
重
要
性
を
説
い
た
芝
居
で
、
表
題
の
「
父
之
過
」
と
い
う
の
は
、
家
産
を
息
子
に
蕩
尽
さ
れ
た
の
は
、
家
庭
教
育
を
怠
っ

セ
リ
フ
だ
け
で
舞
台
は
進
ん
で
ゆ
く
。
ま
た
、
セ
リ
フ
は
全
て

た
父
親
の
誤
り
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
歌
詞
は
全
く
な
く
、

以
下
、
白
話
劇
系
の
劇
団
に
絞
っ
て
主
要
な
劇
団
を
紹
介
す
る
と
、
ま
ず
、
琳
浪
幻
境
社
は
、

年
に
つ
い
て
は
、
新
聞
の
「
遊
芸
消
息
」
に
左
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

欧
陽
予
偕
と
広
東
戯
劇
研
究
所
（
上
）

と
は
無
縁
な
舞
台
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

甲
子
優
天
影
の
存
在
を
最
後
に
確
認
で
き
た
の
は
、

沢

t
1
1
、
、

ぷ

．

省

ti

台
本
本
文
と
続
く
。

広
東
方
言
で
あ
る
。
「
戯
中
演
説
」
と
言
わ
れ
る
極
め
て
長
口
舌
の
セ
リ
フ
（
最
長
の
も
の
は

一
千
字
に
及
ぶ
）
も
散
見
さ
れ
る
。
背
景
に

は
、
布
幕
を
用
い
、
画
家
の
関
恵
倶
が
描
い
た
と
い
う
。
「
観
客
は
初
め
て
見
る
背
景
の
あ
る
新
劇
に
、
す
こ
ぶ
る
興
味
を
覚
え
た
。

当
時
は
拡
声
器
は
な
か
っ
た
が
、
座
席
の
遠
い
観
客
に
も
、
聞
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
舞
台
の
幕
が
引
か
れ
る
や
、
水
を

打
っ
た
よ
う
に
静
ま
り
か
え
っ
た
」
ら
し
い
。

振
天
声
白
話
社
は
、
陳
少
白
の
四
作
以
外
に
も
、
『
虐
婢
報
』
、
『
博
浪
槌
』
、
『
黒
獄
紅
蓮
』
、
『
夢
後
鐘
』
な
ど
、
優
天
影
、
現
身
説

(F
、
G
)

法
社
、
天
演
台
と
い
っ
た
「
志
士
班
」
と
共
通
す
る
演
目
も
持
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
振
天
声
白
話
劇
社
は
、
セ
リ

一
九
―
一
年
春
、
香
港
に
誕
生
し
た
振
天

(455) 



-0
年
、
清
朝
時
代
は
、

ば
香
港
政
府
に
禁
止
を
請
う
た
。
よ
っ
て
こ
の
名
を
得
た
の
で
あ
る
。
」
（

「広
」
民
1
6
.
6
.
1
8
)

一
九
〇
七
年
で
ぴ
た
り
と
合
う
。
浬
自
由
が
振
天
声
の
あ
と
に
琳
浪
幻
境
が
成
立

琳
浪
幻
境
は
、
杜
冠
洲
が
社
長
、
陳
少
白
が
名
巻
社
長
と
な
り
、
俳
俊
に
は
、
陳
非
傑
、
謝
盛
之
、
胡
津
森
等
を
擁
し
て
、
「
演
技

の
精
巧
さ
と
俳
優
の
俊
美
さ
で
、
久
し
く
社
会
に
昭
伝
さ
れ
た
」

（「
広
」
民
14
.
6
.
28)
と
い
う
。
音
楽
担
当
四
名
、
背
景
担
当
の
画

(43
)

(

D

)

 

家
二
名
の
他
、
「
開
戯
師
爺
」
と
呼
ば
れ
る
座
付
作
者
も
四
人
（
黎
鳳
縁
、
林
介
仁
、
察
了
縁
、
郎
英
）
を
抱
え
て
い
た
。
ま
た
、
琳
浪
幻
境

の
人
員
に
は
、
香
港
の
「
商
界
や
洋
行
の
職
員
が
多
か
っ
た
」
と
も
い
う
（
笑
雀
「
批
評
広
州
的
劇
社
（
二
）
」
〔
以
下
「
笑
（
二
）
」
と
略
〕

r
広」

(44
)
 

彼
ら
は
、
団
結
も
堅
く
、

「
志
士
班
」
の
面
目
を
最
後
ま
で
保
ち
続
け
た
劇
団
で
あ
っ
た
。

際
に
は
、
労
働
者
と
行
動
を
共
に
し
て
英
国
政
府
の
暴
逆
に
反
対
し
、
拠
点
を
香
港
か
ら
広
州
に
移
し
、
前
年
に
焼
失
し
た
衣
裳
、
背

景
幕
等
を
新
た
に
買
い
整
え
、
香
港
琳
浪
幻
境
か
ら
中
国
琳
浪
幻
境
と
名
を
改
め
て
演
劇
活
動
を
続
け
る
と
い
う
決
意
を
示
し
た
（

(
D
)
 

一
時
、
出
費
が
か
さ
み
劇
団
の
維
持
が
困
難
に
な
る
が
、
社
長
杜
冠
洲
が
私
財
を
投
げ
売
っ
て
支
え
た
と
い
う

こ
の
劇
団
が
最
も
得
意
と
し
た
の
は
、
白
話
劇
『
梁
天
来
』
で
、

の
は
、
こ
の
時
期
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
広
」
民
15
.
5
.
3
)
。

民
1
4
.
9
.
9
)
。

し
た
と
記
述
し
て
い
る
の
は
（

「凋
」
）、
恐
ら
く
、
誤
り
で
あ
ろ
う
。

民
国
十
六
年
(
-
九
二
七
）
か
ら
二
十
年
前
だ
か
ら
、

「
琳
浪
幻
境
社
は
、
香
港
に
成
立
し
て

欧
陽
予
偕
と
広
東
戯
劇
研
究
所
（
上
）

よ
く
革
命
戯
を
演
じ
て
清
政
府
に
容
ら
れ
ず
、
清
政
府
は
し
ば
し

一
九
二
五
年
の
省
港
大
ス
ト
ラ
イ
キ
の

そ
の
劇
中
劇
に
聴
劇
『
山
東
孵
馬
』
を
括
演
し
て
好
評
を
博
し
た
。

「夜
演
梁
天
来
金
殿
伸
冤
、
加
描
鑓
鼓
戯
」
と

「遊
芸
消
息
」
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
（「
広
」
民
1
5
.
5
.
1
8
、
6
.
2
1
)
。
鑓
鼓
戯
と
は

(45
)
 

聰
劇
の
こ
と
で
あ
る
。
白
話
劇
の
劇
中
劇
に
恩
劇
を
演
じ
た
こ
と
に
は
、
陳
非
但
の
証
言
も
あ
る
こ
の
よ
う
な
上
演
方
法
を
白
話
躍

鼓
戯
（
或
い
は
鑓
鼓
白
話
戯
）
と
言
う
が
、
こ
う
い
う
呼
び
名
が
存
在
す
る
こ
と
自
体
、
こ
う
し
た
上
演
形
態
の
普
遍
性
を
示
唆
し
て
い
よ

西

(456) 
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ま
た
、
琳
浪
幻
境
の
演
目
に
は
、
『
家
庭
恩
怨
記
』
が
あ
る
妍
、
こ
れ
は
、
春
柳
劇
場
な
ど
上
海
の
文
明
新
戯
の
演
目
で
あ
る
。
同

じ
く
『
辛
亥
革
命
党
人
碑
』
も
王
鐘
声
等
の
『
新
茶
花
』
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
て
い
を
。
特
に
、
民
国
以
降
に
つ
い
て
は
、
上
海
の

影
密
を
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
筆
者
が
琳
浪
幻
境
の
活
躍
を
最
後
に
確
認
で
き
た
の
は
、

開
か
れ
る
同
盟
会
懇
親
会
で
の
上
演
を
予
告
す
る
記
事
で
あ
る
（

「広
」
民
1
7
.
5
.
1
6
)
。

一
九
―

二
年
に
は
、
香
港
の
胡
柄
南
、
胡
国
英
等
が
、
広
州
に
覚
世
鐘
全
女
班
白
話
劇
社
を
創
設
し
た
。
女
性
ば
か
り
の
劇
団
の
嘆

矢
で
あ
る
。
こ
の
劇
団
の
特
徴
は
服
装
に
あ
り
、
当
時
の
服
装
を
そ
の
ま
ま
用
い
、
正
面
人
物
（
善
人
）
に
は
、
閾
、
牡
丹
、

植
物
を
剌
繍
し
、
反
面
人
物
（
悪
人
）
に
は
、
鶏
、
鯉
、
水
蛇
等
の
動
物
を
剌
繍
し
て
区
別
し
た
と
い
ぶ
ノ
〇

新
劇
の
写
実
性
と
旧
劇
の
象
徴
性
と
を
分
か
た
ず
に
、
新
し
い
上
演
形
態
を
模
索
し
て
い
た
当
時
の
白
話
劇
の
あ
り
方
が
、
よ
く
示
さ

一
九
一
四
年
に
は
、
琳
浪
幻
境
の
メ
ン

バ
ー
の

一
部
が
中
心
と
な
っ

て
、
澳
門
に
民
楽
社
を
設
け
る
。
の
ち
広
州
に
戻
っ

て
く
る
が
、

(
D
)
 

琳
浪
幻
境
と
は
俳
優
の
融
通
を
つ
け
あ
っ
た
り
、
兄
弟
劇
団
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。

で
『
沙
三
少
殺
死
諏
亜
仁
』
を
演
じ
て
い
る
の
も
そ
の
表
わ
れ
で
あ
ろ
う
（
「
広
」
同
日
）
。
最
も
す
ぐ
れ
た
演
目
は
、
『
愛
河
潮
」
と

『
自
由
女
嫁
堂
官
』
で
あ
っ
た
と
い
う
（

「笑（
二
）
」
「
広
」
民
1
4
.
9
.
9
)
。
ま
た
、
そ
の
演
目
の
一
っ
『
殺
子
報
』
は
、
上
海
の
民
鳴

(48
)
 

社
、
開
明
社
の
レ
。ハ
ー
ト
リ
ー
で
あ
る
。

一
九
二
0
年
夏
、
春
柳
社
の
何
侠
（
同
盟
会
員
）
が
上
海
か
ら
広
州
に
戻
り
、
閑
漁
華
、
林
叔
香
等
と
国
難
余
生
社
を
結
成
、

r
温

(
D
)
 

生
オ
剌
学
埼
』
や
『
荼
鍔
雲
南
起
義
師
』
な
ど
を
上
演
し
た
。
欧
陽
予
偕
が
、
広
東
の
白
話
劇
は
光
緒
末
年
に
春
柳
社
の
社
員
が
日

(O
)
 

本
か
ら
帰
国
し
て
広
州
、
香
港
で
文
明
新
劇
を
上
演
し
た
の
が
最
初
だ
と
記
す
の
は
、
時
問
の
前
後
は
か
な
り
あ
る
が
、
或
い
は
彼
の

欧
陽
予
偕
と
広
東
戯
劇
研
究
所
（
上
）

れ
て
い
る
と
思
う
。

う。

写

一
九
二
五
年
五
月
二
十
八
日
に
は
、
両
劇
団

こ
の
衣
裳
の
用
い
方
に
は
、

パ
ラ
等
の

一
九
二
八
年
五
月
十
九
日
に

．
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ま
た
、

欧
陽
予
偕
と
広
東
戯
劇
研
究
所
（
上
）

劇
の
改
革
に
関
す
る
意
見
等
を
提
起
し
て
い
る
（

「広
」
民
15
.
3
.
17)
。
広
東
の
演
劇
界
の
重
鎮
的
存
在
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。

を
演
じ
て
い
た
が
、

一
九
二
六
年
三
月
十
五
日
に
教
育
局
が
開
い
た
戯
劇
審
査
委
員
会
に
出
席
し
、
新
旧
演

さ
て
、
こ
の
頃
に
は
「
志
士
班
」
は
、
す
で
に
本
来
の
任
務
を
終
え
、
演
技
の
質
も
低
下
し
、
隆
盛
時
に
は
三
十
数
班
を
数
え
た
劇

団
も
、
そ
の
多
く
は
解
散
、
分
裂
し
て
晦
劇
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
侵
天
影
の
解
散
後
、
鄭
君
可
は
、
広
州
で
天
演
台
を

組
織
し
、
小
生
王
と
称
せ
ら
れ
た
名
俊
白
駒
栄
が
弟
子
入
り
し
て
く
る
。
同
じ
く
優
天
影
の
姜
雲
侠
は
、
祝
華
年
班
へ
、
李
少
帆
（丑）

は
、
人
寿
年
班
へ
と
移
っ
て
行
く
。
欧
陽
予
偕
は
、
こ
う
述
べ
る
。
「
文
明
戯
は
、
広
東
で
は
十
分
に
発
展
し
な
か
っ
た
。
始
ま

っ
て

ほ
ど
な
く
す
る
と
、
脚
劇
と
結
合
し
て
し
ま
っ
た
。

例
え
ば
、
『
優
天
影
』
や
『
琳
浪
幻
境
』
と
い
う
二
つ
の
劇
団
は
、
最
初
は
新
戯

の
ち
に
は
皆
、
棉
子
、
二
黄
を
歌
い
、
瑯
劇
に
投
降
し
て
し
ま
っ
た
。
」

一
九
二
四
年
、
上
海
の
広
舞
台
で
行
わ
れ
た
広
東
新
劇
大
会
が
、
赤
字
を
出
し
て
上
演
打
ち
切
り
に
な
っ

た
が
、

上
演
演
目

(51)

（

52) 

が
時
宜
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
だ
と
い
う
。
一
時
は
、
名
優
を
背
出
し
て
、
春
柳
社
に
も
劣
ら
ぬ
舞
台
を
謳
わ
れ
た

「
志
士
班
」
の
時

代
も
、
残
念
な
が
ら
、
す
で
に
終
わ
っ
て
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
れ
で
は
、
「
志
士
班
」
が
恩
劇
界
に
も
た
ら
し
た
最
大
の
功
績
と
は
、
何
で
あ
っ

た
の
か
。

そ
れ
は
、
広
東
方
言
を
用
い
て
、

平

喉
と
言
わ
れ
る
地
声
で
の
歌
い
方
を
採
用
し
た
こ
と
に
あ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
の
瑯
劇
で
は
、
舞
台
用
語
と
し
て
桂
林
話
に
近
い

「戯
棚

(
H
)
 

官
話
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
「
志
士
班
」
は
、
宣
伝
効
果
を
高
め
る
た
め
に
「
戯
棚
官
話
」
か
ら
全
面
的
に
広
東
方
言
に
改
め
た
。

広
東
方
言
が
使
用
さ
れ
る
に
伴
い
、
平
喉
と
言
わ
れ
る
地
声
で
の
歌
い
方
が
普
及
し
た
。
作
り
声
の
高
い
調
子
と
広
州
方
言
の
低
い
調

子
と
が
抵
触
す
る
た
め
で
あ
る
。
旧
劇
団
も
、
こ
れ
に
倣
っ
て
、
方
言
と
平
喉
を
用
い
始
め
る
。
こ
れ
は
、
伝
統
演
劇
特
有
の
作
り
声

の
発
声
か
ら
、
近
代
演
劇
の
自
然
な
地
声
の
発
声
へ
と
変
化
す
る
先
取
り
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
京
劇
で
も
、
時
装
戯
は
北
京
音
を

こ
の
活
動
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
何
侠
は
、

宍

(458) 



-r.

-A・

ャ．t
，

七""―ー
”qn

さ

れ

、

．

9

こ
言

'

“' 
.
• 

h

”

E

も
、

・
:
n
"
・
L
b鼠
っ
て

9

．こ・

子
．9
:

o
iル苗
'h'り
'
,
i
R
なヽ
し
9
”
§
R
t
0杓

r-
ま

P
0
月
ま
F

へ＇
cこ
笈
ー
；

t
；
6
免
屈
り

t

玉云

(53) 

用
い
、
天
津
で
は
、

天
津
方
言
も
用
い
て
い
た
。
演
劇
改
革
の
流
れ
は
、
広
東
に
お
い
て
も
、
確
か
に
、
あ
り
の
ま
ま
の
生
活
の
再
現

を
目
指
す
方
向
へ
進
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
瑯
劇
改
革
の
流
れ
か
ら
は
、
結
局
、
話
劇
に
匹
敵
す
る
白
話
劇
は
、
生

一
九
一
四
年
に
、
新
劇
の
新
派
（
セ
リ
フ
劇
）
と
旧
派
（
伝
統
劇
の
新
劇
）
と
を
厳
密
に
弁
別
す
る
論
が
、
次
々
に
現
わ
れ
る
。

そ
れ
ま
で
は
、
両
者
を
分
か
た
ず
新
劇
と
呼
ん
で
い
た
の
に
対
し
て
、
彼
ら
は
、
伝
統
演
劇
を
改
革
し
た
新
劇
は
、
新
劇
の
旧
派
に
過

ぎ
ず
、
詰
ま
る
所
、
新
劇
の
宗
旨
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
う
し
た
論
か
ら
は
、
新
劇
の
新
派
の
方
向
こ
そ
、
演
劇

改
革
の
進
む
道
で
あ
る
と
、
彼
ら
が
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
我
々
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
中
に
、
五
四
以
降
の
話
劇
に
繋
が

る
萌
芽
を
見
い
出
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
広
東
の
白
話
劇
は
、
新
劇
の
旧
派
で
あ
り
、

そ
の
多
く
の
劇
団
は
、
旧
派
で
あ
る
こ
と
を
、
広

東
の
観
客
に
芝
居
を
見
て
も
ら
う
た
め
に
は
必
要
な
こ
と
だ
と
さ
え
考
え
て
い
た
。
男
女
の
共
演
は
、
実
現
さ
れ
て
お
ら
ず
、
き
ち
ん

と
し
た
台
本
も
少
な
く
、
通
常
の
上
演
形
態
は
、
「
幕
表
制
」
（
口
立
て
式
）
を
取
っ
て
い
た
（

r
「
白
話
劇
話
」
「
広
」
民
15
.
5
.
1
5
)
。
広

東
で
は
、
新
劇
の
新
派
を
強
く
意
識
し
た
白
話
劇
団
の
出
現
は
、
ず

っ
と
遅
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
間
の
状
況
を
ち
ょ
う
ど
反
映
し
て
い
る
の
が
、
『
新
青
年
』
九
巻
二
号
(
-
九
ニ―

年
六
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
新
劇
底
討
論
」

あ
る
。
広
東
省
立
高
等
師
範
学
校
の
学
生
蘇
熊
瑞
が
、
学
内
の
劇
団
、
幻
幻
劇
社
と
共
楽
社
の
演
ず
る
『
情
因
恨
果
』
及
び
『
自
由
恋

愛
』
を
見
て
、
社
会
改
革
の
貨
任
を
負
う
最
高
学
府
の
劇
団
で
あ
り
な
が
ら
、
極
め
て
低
俗
で
、
社
会
心
理
に
媚
び
た
演
技
、
筋
立
て

の
芝
居
だ
と
論
難
す
る
文
を
寄
せ
た
。
,
J

の
投
稿
に
共
鳴
し
た
陳
公
博
や
亜
魂
に
よ
る
、
学
生
演
劇
を
含
め
た
白
話
劇
に
対
す
る
批
判

が
、
同
号
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
注
目
す
べ
き
点
を
三
箇
所
引
用
す
る
。

「
流
行
り
言
葉
で
台
本
を
作
る
の
で
な
け
れ
ば
、
新
名
詞
を
濫
用
す
る
。
劇
中
人
物
の
身
分
が
と
う
で
あ
れ
、
登
場
す
る
や
、
新
志

士
の
演
説
の
よ
う
に
、
自
由
よ
、
解
放
よ
と
口
か
ら
出
る
を
幸
い
ど
な
り
ち
ら
し
て
、
観
客
が
す
っ
か
り
い
や
に
な
っ
て
し
ま
う
ま

欧
陽
予
偕
と
広
東
戯
劇
研
究
所
（
上
）

上
海
で
は
、

ま
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

て

(459) 



第
二
点
目
は
、
例
え
ば
、
上
海
の
民
鳴
社
の
劇
が

欧
陽
予
偕
と
広
東
戯
劇
研
究
所
（
上
）

る
。」（
亜
魂
）

「
（
使
用
人
役
の
俳
俊
が
）
ど
れ
も
こ
れ
も
マ
ヌ
ケ
面
で
、

こ
れ
ら
の
議
論
は
、

二
従
四
徳
を
語
り
、
社
会
主
義
を
主
張
し
た
か
と
思
う
と
、
偏
狭
な
愛
国
を
主
張
す

や
た
ら
に
ド
タ
バ
タ
、
宙
返
り
し
た
り
、
主
人
の
歓
心
を
買
お
う
と
し
た

時
間
の
無
駄
で
あ
り
、
見
る
者
に
吐
き
気
を
催
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
る
。
」
（
亜
魂
）

い
ず
れ
も
上
海
の
文
明
新
戯
に
対
す
る
批
判
に
も
共
通
す
る
こ
と
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。
第
一
点
目
に
つ
い
て

は
、
欧
陽
予
偕
に
よ
く
似
た
経
験
が
あ
る
。
激
烈
派
正
生
の
顧
無
為
と
共
演
し
、
欧
陽
予
偕
が
彼
の
恋
人
役
を
演
じ
て
い
た
時
の
こ
と

で
あ
る
。
「
私
た
ち
は
、
花
園
で
出
会
っ
た
。
彼
は
観
客
に
向
か
っ
て

一
大
演
説
を
ぶ
ち
、
嵐
の
よ
う
な
大
喝
采
で
あ
る
。

(55
)
 

終
え
る
と
、
振
り
向
い
て
私
に
言

っ
た
、
『
オ
レ
は
言
う
だ
け
言

っ
た
、
次
は
お
前
だ
。
』
」

客
を
笑
わ
せ
る
こ
と
に
目
的
が
あ
り
、

り
。
こ
の
手
の
情
理
に
合
わ
ぬ
演
技
は

「
女
性
解
放
に
つ
い
て
語

っ
た
か
と
思
う
と
、

で
や
め
な
い
。」（
陳
公
博
）

政
治
宣
伝
の
革
命
劇
か
ら
、

し
ゃ
べ
り

ウ
ェ
ル
メ
イ
ド
な
家
庭
劇
に
転
身
し
て
い
っ
た
こ

と
に
代
表
さ
れ
る
、
文
明
新
戯
の
演
目
の
質
的
変
化
に
見
合
う
批
判
の
論
点
で
あ
る
。

三
点
目
は
、
こ
れ
も
文
明
新
戯
に
類
似
し
た
現
象
が
あ
る
。
「
当
時
、
各
劇
団
の
文
明
戯
は
、
皆
滑
稽
な
男
の
使
用
人
を
よ
く
使
っ

た
。
顔
に
変
て
こ
な
化
粧
を
し
、
赤
い
辮
髪
を
高
く
挙
げ
、
主
人
が
ど
ん
な
に
真
剣
な
話
を
し
て
い
て
も
、
脇
で
ギ
ャ
グ
を
や
る
。
観

8
56) 

そ
れ
が
ふ
さ
わ
し
い
か
否
か
は
問
わ
な
い
の
で
あ
る

こ
う
し
た
広
束
の
白
話
劇
と
上
海
の
文
明
新
戯
と
の
上
演
様
式
の
類
似
や
、
前
述
し
た
演
目
の
一
致
な
ど
を
考
え
る
と
、
上
海
の
影

孵
は
、
無
視
で
き
ま
い
。
聴
劇
は
、．
晩
清
期
か
ら
上
海
で
の
公
演
を
行
な
っ
て
お
り
、
一
九
一

0
年
に
は
、
聴
劇
の
専
門
劇
場
が
で
き(58

-

糾
。
彼
ら
が
ヒ
海
の
演
劇
界
の
動
向
に
全
く
不
案
内
だ
っ
た
と
考
え
る
の
は
、
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
陳
公
博
は
、
女
子
白
話
劇
の
乱
立

も
上
海
の
悪
影
密
の
一
端
だ
と
し
、
陳
独
秀
は

「
広
東
の
こ
こ
数
年
の
新
劇
が
、
以
前
に
及
ば
な
い
の
は
、
恐
ら
く
、
上
海
の
大
新
劇
．

ノ<

(460) 



冗

そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
欧
陽
予
偕
は
、

(63) 

「広
州
の
学
校
劇
は
、
以
前
は
嶺
南
大
年
だ
け
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
高
師
の
白
話
劇
社
の
水
準
も
、
前
引
し
た
蘇

広
東
の
白
話
劇
の
歴
史
の
中
で
、
最
初
に
話
劇
の
意
識
を
持
っ
た
劇
団
は
、
民
間
劇
社
で
あ
ろ
う
。
「
民
間
劇
社
為
党
紅
会
器
款
演

劇
」
（
「
広
」

民
1
5
.
5
.
2
4
)と
い
う
記
事
に、

「成
立
よ
り
ま
も
な
く
半
年
に
な
る
」
と
い
う
記
述
が
見
え
る
こ
と
よ
り
、
民
間
劇
社

欧
陽
予
偕
と
広
東
戯
劇
研
究
所
（上）

熊
瑞
の
寄
稿
に
見
え
る
通
り
で
あ
っ

た
。
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È
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家
の
影
密
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
」
（
附
識
）
と
皮
肉
っ
て
い
が
。

こ
う
し
た
新
劇
の
旧
派
的
性
格
を
保
持
し
つ
つ
、
広
東
の
白
話
劇
は
、
「
志
士
班
」
か
ら
学
生
劇
団
、
業
余
劇
団
へ
と
受
け
継
が
れ

て
ゆ
く
。
最
も
早
い
学
生
劇
団
は
、
嶺
南
大
学
に
誕
生
す
る
（
剣
霞
「
談
広
州
之
白
話
劇
」「
広
」
民
1
4
.
8
.
2
9
)
。
欧
陽
予
偕
が
広
州
に

招
か
れ
て
、

二
度
目
に
見
た
白
話
劇
が
、
陳
受
願
博
士
が
監
督
を
し
た
嶺
南
大
学
の
女
子
学
生
が
演
ず
る
『
女
知
」
で
あ
っ
た
。
「
彼

(60) 

女
た
ち
の
台
本
は
、
や
や
ぎ
こ
ち
な
い
が
、
会
話
は
淀
み
な
く
、
自
然
で
あ
っ
た
」
と
、
欧
陽
予
偕
は
好
意
的
に
記
し
て
い
る
。

嶺
南
大
学
の
後
、
光
華
医
学
校
の
光
華
劇
社
、
高
等
師
範
話
劇
部
、
教
忠
師
範
、

一
中
青
年
劇
社
、
南
中
劇
社
な
ど
多
く
の
学
校
に

白
話
劇
団
が
成
立
す
る
。
黄
浦
軍
官
学
校
に
も
、
血
花
劇
社
が
成
立
す
る
(
-
九
二
五
年

一
月
十
八
国
）
。
複
数
の
学
校
の
学
生
に
よ
る
劇

団
も
、
星
期
六
倶
楽
部
、
広
東
新
学
生
社
な
ど
が
で
き
て
ゆ
く
（

「笑
（二
、
五
S
七
）
」
「
広
」
民
14
.
9
.
9
、
1
4
S
1
6
)。

一
周
年
記
念
会
の
余
興
の
た
め
に
作
ら
れ
た
白
話
劇
社
が
中
心
と
な
っ
て
、
国
民
大
学
や
執
信
女
中
、
南
武
中
学
な
ど
の
演
劇
愛
好
家

(62
)
(D
)
 

を
結
集
し
て

一
九
二
四
年
に
結
成
さ
れ
た
。
木
鐸
劇
社
は
、
初
め
て
男
女
共
演
を
提
唱
し
た
劇
団
で
あ
っ
た
。
当
時
は
、
劇
評
家
で
さ

え
、
木
鐸
劇
社
の
男
女
共
演
を
見
て
、
「
劇
団
員
の
選
択
に
は
、
慎
重
を
期
さ
ね
ば
な
る
ま
い
」

（「
笑
ェ
七
）」「
広
」
民
1
4
.
9
.
1
6
)
と

考
え
て
い
た
頃
で
あ
っ
た
だ
け
に
、

そ
の
意
義
は
大
き
か
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
般
に
言
っ

て、

学
生
劇
団
の
水
準
は
、

こ
れ
ら
数
あ
る
学
生
劇
団
の
中
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
木
鐸
劇
社
で
あ
る
。

一
九
三

0
年
に
、

一
九
二
二
年
秋
、
広
州
市
第

一
甲
種
商
業
学
校
の
成
立

(461) 



欧
陽
予
情
と
広
東
戯
劇
研
究
所
（
上
）

六
年
初
め
に
組
織
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
国
民
党
婦
女
部
長
の
何
香
凝
が
中
心
に
な
り
、
朱
執
信
夫
人
の
楊
道
儀
を
主

任
に
据
え
た
。
こ
の
劇
団
は
、
「硲
表
制
」
を
廃
し
、
台
本
通
り
の
セ
リ
フ
や
演
技
を
行
な
い
、
男
女
共
演
も
実
現
し
て
い
た
。

現
在
、
確
認
で
き
る
上
演
演
目
は
、
『棠
棟
之
花
』
（

「広
」
民
15
.
3
.
27
、
9
.
18
)、
『
羅
女
』
、
『
夜
未
央
』
（
「
広
」
民
15
.
3
.
20、

『山
河
涙』
、
『
邦
無
道
之
愚
者
』
、
『
E
昭
君
』
（

「広
」
民
15
.
5
.
24)
、
『
少
妨
妨
的
扇
子
』
、
歌
舞
『
革
命
与
恋

愛
』
（

「広
」
民
15
.
9
.
18
)な
ど
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
広
束
大
学
文
学
部
長
に
赴
任
し
て
き
て
い
た
郭
沫
若
の
台
本
を
多
く
舞
台
化
し
、

（い
）

郭
自
身
も
観
劇
に
訪
れ
て
い
る
。

民
間
劇
社
は
、
「広
州
唯

一
の
革
命
化
、
芸
術
化
し
た
新
劇
社
」
（
『
広
』
民
15
.
3
.
27)
で
あ
る
と
見
倣
さ
れ
、
公
演
の
た
び
に
社

会
の
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
（

「広
」
15
.
10
.
23)
。
た
だ
、
あ
ま
り
に
上
演
内
容
の
水
準
が
高
す
ぎ
て
、
「一

般
観
劇
者
の
共
感
は

得
に
く
い
で
あ
ろ
う
」

(r
「白
話
劇
話
」「
広
」
民
15
.
5
.
15)
と
も
言
わ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

も
演
じ
て
い
た
と
い
ーい
、

一
般
観
客
へ
の
浸
透
も
考
忠
に
入
れ
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
民
間
劇
社
が

「
大
規
模
な
革
命
の
宣
伝
工
具
」
（

「広
」
民
15
.
3
.
27)
と
な
る
た
め
に
は
、
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

例
え
ば
、
貧
し

一
方
で
、
所
謂
「
白
話
鑓
鼓
戯
」

一
般
の
広
東
人
に
と
っ
て
、
白
話
劇
は
ま
だ
ま
だ
な
じ
み
の
薄
い
劇
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
民
間
劇
社
は
、

要
対
象
と
し
た
労
工
白
話
劇
社
の
場
合
、
国
民
党
が
接
収
し
て
上
人
劇
社
と
名
を
改
め
る
と
同
時
に
、
晦
劇
の
劇

(65) 

団
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

一
劇
団
中
に
、
新
劇
の
新
派
と
旧
派
と
を
併
存
さ
せ
て
は
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
台
本
を
尊
重
し
た
上
演
方
法
に
は
、
確
か
に
話
劇
ヘ

こ
の
時
期
の
劇
団
で
も
う
一
っ
注
目
す
べ

き
は
、
文
化
新
劇
社
で
あ
る
。
こ
の
劇
団
は
、
広
州
で
初
め
て
、
国
語
で
白
話
劇
を
演
じ

た
劇
団
で
あ
る
（

「広
」
民
15
.
1
.
27
、
2
.
2
)
。

15
.
3
.
17
)、
「
文
化
運
動
と
国
語
宣
伝
」

を
劇
社
の
宗
旨
に
掲
げ
る
（

「広」

民
15
.
3
.
21)
。
こ
の
劇
団
の
組
織
に
は
、
国
民
党
の

の
志
向
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

い
労
働
者
階
層
を

7
、
0
.
3
)

2

1

2

 

3
.
 

ま、，＂ 

一
九

そ
の
後
、
武
漢
、
上
海
よ
り
俳
優
を
招
い
て
大
明
星
劇
社
と
名
を
改
め
（
「
広
」
民

―-0 
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欧
陽
予
偕
と
広
東
戯
劇
研
究
所
（
上
）
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後
押
し
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
最
初
は
、
革
命
劇
『
察
松
披
』
、
愛
国
新
劇

『
安
重
根
剌
伊
藤
侯
』
な
ど
を
上
演
し
て
い
る
が
（
「
広
」

民
15
.
3
.
19)
、
す
ぐ
に
『
珍
珠
塔
』
、
『
瑚
蝶
杯
』
、
『
碧
玉
管
』
な
ど
旧
劇
か
ら
の
改
編
と
お
ぼ
し
き
演
目
を
続
々
と
演
じ
始
め
る
（

「
広
」
民
15
.
3
.
21
、
4
.
7
)
。
『
西
太
后
』
の
上
演
の
際
に
は
、
背
景
幕
に
宮
中
を
再
現
し
、
実
際
に
宦
官
を
呼
び
よ
せ
、
荘
厳
派、

闇
閣
派
、
滑
稽
派
、
呆
児
派
な
ど
文
明
新
戯
の
役
柄
分
担
を
受
け
継
ぐ
俳
優
を
招
い
て
い
る
こ
と
（
「
広
」
民
15
.
4
.
24)
か
ら
見
て
、

用
い
る
言
葉
が
広
東
方
言
か
ら
国
語
に
変
わ
っ
た
だ
け
で
、
演
劇
自
身
は
、
旧
来
の
白
話
劇
に
い
さ
さ
か
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
が

民
間
劇
社
の
後
を
更
に
発
展
さ
せ
、
広
東
に
話
劇
と
称
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
白
話
劇
が
生
ま
れ
る
に
は
、

社
話
劇
部
の
公
演
後
に
起
こ
っ
た
芸
術
話
劇
運
動
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

(
1
)
「
欧
陽
予
偕
と
伝
統
劇
の
改
革
」
（
「
人
文
研
究
」
第
四
十
巻
六
分
冊

(
2
)
欧
陽
予
偕
の
足
取
り
に
つ
い
て
は
、
「
申
報
」
（
以
下

「申
」
と
略
）
を
基
礎
資
料
と
し
、
欧
陽
予
情

「自
我
演
戯
以
来
」
（
神
州
国
光
社

九）
、
蘇
関
品

「
欧
陽
予
偕
年
表
」
（
「
欧
陽
予
偕
研
究
資
料
」
中
国
戯
劇
出
版
社

り
を
全
面
的
に
は
記
述
し
て
い
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

一
九
八
九
）
な
ど
を
参
照
し
た
。
記
述
に
際
し
て
は
、
す
で

に
確
定
し
て
い
る
事
実
は
、
極
力
重
複
を
避
け
、
新
事
実
の
発
掘
や
公
演
の
年
月
日
の
確
定
な
ど
に
意
を
用
い
た
。
よ
っ
て
、
欧
陽
予
情
の
足
取

(
3
)
こ
の
間
の
欧
陽
予
偕
の
動
き
を
劇
場
中
心
に
追
う
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
新
舞
台
(22
.
7
.
5
、
勤
業
女
子
師
範
の
義
務
戯
）
↓
亦
舞
台
(23
.

1
.
17ー

2
.
l

〔主
な
共
演
者
（
以
下
略
）
余
叔
岩
、
朱
琴
心
、
李
春
来
〕、
2
．
2
ー

2
.
6
〔三
麻
子
、
李
春
来
〕
、
2
．
9
S
4
.
18

連
良
、
楊
瑞
亭
、

三
麻
子
〕
）
↓
杭
州
第

一
舞
台
、
南
京
(
?
)
↓
新
舞
台
（
四
．
8
．
1
8
S
沼

．
10
.
1

〔趙
君
玉
、
張
月
亭
、
劉
漢
臣
〕
）
↓
亦

〔注〕

わ
か
る
。

一
九
八
八
）
。

〔馬

一
九
二
九
年
三
月
、
南
国

一
九
三

（
待
続
）

(463) 



劇
」
（
「
申
」
民
12
.
9
.
22)
。

(11)
「
研
究
戯
劇
学
之
又
一
校
」
（
「
申
」
民
12
.
3
.
30)
。

(10)
「
自
我
演
戯
以
来
」
（
前
出
）
。

年
表
」
（
前
出
）
の
記
載
は
、
誤
り
て
あ
る
。

欧
陽
予
偕
と
広
東
戯
劇
研
究
所
（
上
）

〔
趙
君
玉
、
灌
月
樵
、

注
優
滸
〕

oe欧
阻
予
伯
之
玉
堂
朴
劇
」
（
「
申
」
民
12
.
2
.
3
)
、「
l
d
L
f
偵
新
排
成
之
「
臥
薪

(
7
)
「新
舞
台

「徽
欽
二
帝
」
之
評
論
」
（
「
申
」
民
12
.
12
.
12)
。

(
8
)
「「
徽
欽
二
帝
」
劇
中
之
精
采
」
（
「
申
」
民
12
.
11
.
30)
、
「二
集

「徽
欽
二
帝
」
元
旦
已
開
演
」
（
「
申
」
民
13
.
1
.
4
)
。

(
9
)
「
趙
閻
王
」
の
公
演
に
つ
い
て
は
、
「申
」
民
12
.
2
.
2
、
2
.
4
、
2
.
5
に
報
道
記
事
か
載
り
、

2
.
6
に
前
日
の
試
演
の
劇
評
か
載
る
（
公
演
は
2
.
6
)
。
葛

一
虹
主
編

「中
国
話
劇
通
史
」
（
文
化
芸
術
出
版
社

(12)
「
「
溌
婦
」
新
劇
排
演
於
両
江
女
師
」
（
「
申
」
民
12
.
5
.
4
)
。

(13)
「
戯
劇
協
社
討
論
公
演
日
期
」
（
「
申
」
民
12
.
11
.
17)
。

(14)
「
戯
劇
協
社
第
二
次
表
演
有
期
」
（
「
申
」
民
12
.
9
.
12)
、
「
戯
劇
協
社
表
演
期
中
之
朦
貝
」
（
「
申
」
民
12
.
9
.
17)
、
「戯
劇
学
社
表
演
新

(15)
「
「
溌
婦
」
劇
将
実
行
男
女
同
演
」
（
「申
」
民
12
.
10
.
27)
、
「戯
劇
協
社
将
演
「
溌
婦
」
」
（
「
申
」
民
12
.
12
.
5
)
、

嘗
胆
」
（
「
申
」
12
.
3
.
6
)
。

(
6
)
「
記
欧
陽
予
偕
之
青
梅
劇
」
（
「
申
」
民
12
.
l
.
28)
、

(
5
)
「
欧
陽
予
偕
昨
晩
登
台
」
（
「
申
」
民
12
.
l
.
18
)。

(
4
)
「
記
欧
陽
予
偕
之
人
面
桃
花
劇
」
（
「
申
」
民
12
.
l
.
19)
。

8
.
28
ま
で
病
欠

〔麒
麟
堂
、
高
百
歳
、
モ
盆
珠
〕）。

舞
台
（
沼
・
10
.
2
8
¥
1
2
.
25

、-

ヽ

2
.
5
 

一
九
九
0
)や

大
連
（
？
）
ょ
第
／
台
（
お•
5

.

6

ー
郊
・

1

.

4

、

「
r
溌
婦
」
新
劇
今

n

欧
陽
予
伯

2
.
6
に
笑
舞
台
の
広
告
、

•
7
.
4
\ 

5
 

？
 

う
ち
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欧
陽
予
偕
と
広
東
戯
劇
研
究
所
（
上
）

(28)
「
自
我
演
戯
以
来
」
（
前
出
）
。

(25)
保
衡
「
「
天
涯
歌
女
」
完
成
記
」
（
「
申
」
民
16
.
3
.
4
)
。

(
2
7
)
大
舞
台
（
初•
5

.

2
6ー
7
.
3

〔
買
璧
雲、
趙
如
泉
、
毛
韻
珂
〕
）
。

(26)
「
本
埠
増
刊

・
劇
場
消
息
」
（
「
申
」
民
16
.
3
.
4
)
。

(24)
保
衡
「
水
銀
灯
下
的
生
活
」
（
「
申
」
民
16
.
l
.
l
)
。

八
0
)所
引
に
拠
る
。

(23)
「
上
海
民
新
影
片
公
司
宣
言
l

(

「
玉
潔
泳
清
」
特
刊

(22)
欧
陽
予
偕
「
電
影
半
路
出
家
記
」
（
中
国
電
影
出
版
社

r
申
」
民
15
.
6
.
1
)。

(20)
「
本
埠
増
刊

・
劇
場
消
息
」
（
「
申
」
民
15
.
12
.
9
)。

一
九
二
六
年
七
月
六
日
、
「
三
年
以
後
」
は
、
同
年
十
二
月
八
日
、

「
天
涯
歌
女
」

は、

二
七
年
四
月
二
十
日
、

央
大
戯
院
で
封
切
り
。

(21)
「
民
新
影
戯
学
校
之
発
起
」
（
「
申
」
民
15
.
5
.
10)
、
「
民
新
影
校
積
極
進
行
」
（
「
申
」
民
15
.
5
.
2
2
)、
「
民
新
影
戯
学
校
考
試
新
生
」
（

(19)
「
玉
潔
泳
清
」
は
、

(18)
「
本
埠
増
刊

・
劇
場
消
息
」
（
「
申
」
民
15
.
1
1
.
13)
。

(17)
「
民
新
影
片
公
司
撮
片
消
息
」
（
「
申
」
民
15
.
3
.
13)
。

r
.
 

4
.
5
.
o
)
。

1

3

 

開
演
」
（
「
申
」
民
12
.
12
.
9
)
、
「
観
演
「
溌
婦
」
新
劇
後
之
評
論
」
（
「
申
」
民
12
.
12
.11
)。

-

P

『

U
』.
』

t̂
 

一
九
八
四

第
二
版
）
。

一
九
二
六
年
七
月
）
。
程
季
華
主
編
「
中
国
電
影
発
展
史
」
（
中
国
軍
影
出
版
社

.. 

鼻

一
九

い
ず
れ
も
中

(16)
「
戯
劇
協
社
開
会
記
」
（
「
申
」
民
14
.
1
.
6
)
、
「
戯
劇
協
社
近
訊
」
（
「
申
」

民
1
4
.
2
.
2
1
)
、
「
「
愧
儡
之
家
庭
」
明
日
公
演
」
（
「
申
」
民
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E
 

D
 

c
 

B
 

A
 

あ
る
。

集

欧
陽
予
偕
と
広
東
戯
劇
研
究
所
（
上
）

一
九
二
九）。

(30)
「
上
海
芸
大
添
設
戯
劇
科
」（

r
申
」
民
16
.
10
.
21)
、
「本
埠
増
刊

・
各
団
体
消
息
」
（
「申
」
民
16
.
1
1
.
25)
。

一
九
二
九
年
五
月
、
「欧
陽
予
偕
全
集
」
第
六
巻

(32)
王
恰
庵

「話
劇
中
興
大
会
（
上
、
下）
」
（
「
申
」
民
17
.
1
0
.
26
、
27)
。
尚
、
張
向
華
編

「
田
漢
年
譜
」（
中
国
戯
劇
出
版
社

一
九
二
八
年
四
月
の
項
に
編
入
し
て
い
る
、
話
劇
と
い
う
名
称
が
確
定
し
た
予
偕
赴
密
送
行
の
集
ま
り
は
、
人
物
、
内
容
、
場
所
ま
で
重
な
る
こ

(33)
「李
朱
昨
午
返
肉
」
（
「申
」
民
1
7
.
1
1
.
18)
、
「李
済
深
今
晨
可
抵
港
」
（
『
申
」
民
1
7
.
1
1
.
20)
、
「李
済
深
等
抵
密
」
（
「
申
」
民
17
.1
1
.

(34)
二
章
の
記
述
は
、
「広
州
民
国
日
報
」
(
-
九
二
三
年
八
月
＼
一
九
二
九
年
十
二
月
、
以
下

『
広
』
と
略
）
を
基
礎
資
料
と
し
た
が
、

は
、
欠
号
が
多
く
、
重
要
な
資
料
が
漏
れ
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

二
次
汽
料
と
し
て
利
用
し
た
の
は
、
以
下
の
九
編
で
あ
る
。

謝
彬
簑
「
清
末
民
初
的
孵
劇
改
良
活
動
」
（
「
学
術
研
究
」

l
)
。
2
 

と
か
ら
、
こ
の
会
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

尚
、
筆
者
の
確
認
し
た
の
は
、

「南
国
月
刊
梨
刊
」
第

一
巻
上
冊
（
現
代
苫
局

(31)
欧
陽
予
偕

「密
湘
瑣
記
」（「
南
国
月
刊
」一

巻

一
期

(29)
「
南
国
的
戯
劇
J

(
萌
芽
書
店

一
九
八
二
年
第

一
期）。

上
海
文
芸
出
版
社

一
九
三
0
年
三
月
、
実
藤
文
庫
蔵
）
所
収
の
も
の
で
あ
る
。

一
九
九

0
)。

黄
徳
深
「
広
東
話
劇
従
辛
亥
革
命
至
解
放
前
的
発
展
歴
程
」
（
「
広
東
文
史
資
料
第
三
十
四
集
」
広
東
人
民
出
版
社

一
九
八
二
）
。

こ
の
影
印
本

陳
華
新

「聴
劇
与
辛
亥
革
命
」
（
「
広
州
文
史
資
料
第
四
十
二
輯
＇
野
劇
春
秋

」
広
東
人
民
出
版
社

張
福
光
整
理
「
広
東
早
期
及
抗
戦
前
的
話
劇
概
述
」
（
中
国
戯
劇
家
協
会
広
東
分
会
、
広
東
話
劇
研
究
会
編

「
広
東
話
劇
運
動
史
料
集
」
第
一

出
版
年
不
詳
）
。
も
と

「広
東
早
期
話
劇
概
述
」
と
題
し
て

「戯
劇
芸
術
資
料
」
第
三
期
に
発
表
さ
れ
た
も
の
を
改
題
転
載
し
た
も
の
で

謝
燕
章

「大
革
命
時
期
広
東
話
劇
活
動
拾
零
」
（
中
国
戯
劇
家
協
会
広
東
分
会
、
広
東
話
劇
研
究
会
編

「広
東
話
劇
運
動
史
料
集
」
第
二
集

一
九
九
二
）
が
、

一
九
九
0

所
収
）
。

一匹
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欧
陽
予
偕
と
広
東
戯
劇
研
究
所
（
上
）

年
第
一
期
）
の
意
見
に
従
っ
て
お
く
。

が
あ
る
。

(35)
凋
自
由
『
革
命
逸
史
」
第
二
集
（
台
湾
商
務
印
書
館

ー H
 

G
 

F
 

出
版
年
不
詳
）
。

梁
油
錦
編
撰

「孵
劇
劇
目
通
検
」
（三
聯
書
店
香
港
分
店

頼
伯
彊
、
黄
鏡
明

「晦
劇
史
」
（
中
国
戯
劇
出
版
社

顧
楽
真

「両
広
戯
劇
交
流
考
」
（
「
戯
劇
芸
術
資
料
」
第
五
期

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
の
引
用
は
、

第

一
輯
」
四
川
人
民
出
版
社

謝
彬
簑
「
近
代
中
国
戯
曲
的
民
主
革
命
色
彩
和
広
東
孵
劇
的
改
良
運
動
」
（

「戯
劇
芸
術
資
料
」
第
二
期

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
略
号
に
よ
っ
て
本
文
中
に
示
す
。

一
九
五
三
）
。
尚
、
こ
の
資
料
に
拠
り
つ
つ
、
広
東
晩
清
演
劇
界
の
動
き
を
紹
介
、
分
析
し

た
先
行
論
文
と
し
て
、
山
田
敬
三
先
生

「
「戯
劇
界
革
命
」
の
底
流
ー
~

清
末
の
広
東
戯
曲
界
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
未
名
」
第
十
号

(36)
新
劇
の
定
義
に
つ
い
て
は
、

「改
良
戯
曲
で
あ
る
か
、
話
劇
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
両
者
は
共
に
、
幕
を
用
い
、
写
実
的
な
背
景
を
使
用
し
、
当

時
の
服
装
を
そ
の
ま
ま
着
、
演
説
が
あ
っ
た
」
と
い
う
哀
国
興
「
外
来
影
轡
与
中
国
近
代
戯
劇
変
革
模
式
的
演
進
」
（
「
戯
劇
芸
術
」

(37)
采
南
歌
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
凋
自
由
の
記
述
（
「
凋
」
）
に
従
っ
て
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
次
の
よ
う
な
異
論
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。

番
馬
の
韓
善
甫
と
順
徳
の
播
景
文
の
二
人
は
、
広
州
長
寿
寺
鉄
汁
堂
で

「時
敏
学
会
」
を
起
こ
し
、
革
命
思
想
の
宣
伝
に
努
め
て
い
た
。

動
が
官
憲
の
注
意
を
引
き
、
長
寿
寺
の
住
朦
が
警
告
を
受
け
た
。
鉄
汁
堂
を
出
た
彼
ら
は

「時
敏
学
会
」
を
「
時
敏
閲
書
報
社
」
に
改
め
、
市
民

に
新
聞
、
雑
誌
の
閲
読
の
場
を
提
供
し
た
が
、
明
劇
の
宣
伝
効
果
の
ほ
う
が
遥
か
に
勝
る
こ
と
に
気
付
き
、
資
金
を
集
め

「天
演
公
司
」
を
組
織
、

ま
ず
采
南
歌
班
を
起
こ
し
て
学
徒
を
育
て
る
こ
と
か
ら
始
め
た
が
、
そ
の
運
営
に
あ
た
っ
た
の
が
、
程
子
儀
で
あ
っ
た
、
と
い
う
(
G
)
。

(38)
陸
丹
林

「
感
悼
革
命
元
老
李
紀
堂
」
（
「
革
命
史
諏
」
、
「近
代
稗
海

一
九
八
一
）
。

一
九
八
八
）
。

一
九
八
五
）
。

一
九
八
五
所
収
）
。

一
九
七
九
）
。

＿写

」
の
活

一
九
九
二）

一
九
九
三
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(51)
「
広
東
新
劇
之
近
況
」
（
「
申
」
民
13
.
1
.
13)
。

(50)
注
(49)
に
同
じ
。

(49)
欧
陽
予
偕
「
談
巧
劇
」
（
「
一
得
餘
抄
」
作
家
出
版
社

(48)
注
(47)
に
同
じ
。

て
劇
団
を
盛
り
立
て
て
き
た
こ
と
か
よ
く
わ
か
る
。

欧
陽
予
偕
と
広
東
戯
劇
研
究
所
（
ヒ
）

(40)
箸
先

「論
開
智
普
及
之
法
首
以
改
良
戯
本
為
先
」
（
「芝
宋
報
」
第
七
期

一
九
六
〇

(41)
「
広
東
話
劇
運
動
史
料
集
」
第
一
集
（
前
出
）
に
付
録
と
し
て
収
め
る
。

一
九
0
五
、
阿
英
編
「
晩
消
文
学
叢
紗

(43)
黎
鳳
縁
、
察
了
縁
に
つ
い
て
は
、
春
声

「戯
劇
評
論
（
八
）
」
（
「
広
」
民
13
.
7
.
8
)
に
簡
単
な
紹
介
か
あ
る
。
「
同
（
九
）
」
（
「
広
」
民
1
3
.
7
.

9
)
に
紹
介
す
る
凋
顕
洲
は
、
琳
浪
幻
境
の
俳
優
で
あ
り
、
座
付
作
者
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。

(44)
琳
浪
幻
境
の

一
九
二
六
年
六
月
十
八
日
の
公
演
に
は
、
謝
盛
之
、
胡
津
森
の
名
が
見
え
（
「
広
」
同
日
）
、
二
七
年
八
月
八
日
の
公
演
に
は
、
「
老

民
党
謝
盛
之
、
胡
津
森
、
洪
志
堅
、
陳
偉
民
、
朱
晋
存
」
等
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
「
広
」
同
日
）
。
創
設
時
の
メ
ン
ハ

ー
か
中
心
に
な

っ

(45)
陳
非

g
述
、
余
慕
雲
筆
録
「
野
劇
六
十
年
」
（
「
大
成
」
第
七
十

一
期
）
。
梁
泊
錦
「
密
劇
研
究
通
論
」
（
龍
門
苔
店

(46)
顧
文
助

「
「
文
明
新
戯
」
劇
目
瀧
覧
（
続
完
）
」
（
「
中
国
話
劇
研
究
」
第
四
期
、

(47)
顧
文
助

「「
文
明
新
戯
」
劇
目
涌
覧
（
続
）
」
（
「
中
国
話
劇
研
究
」
第
三
期
、

一
九
五
九
）
。

(52)
光
器
室
主
「
談
渥
上
之
広
東
新
劇
（

一
）
」
（
「
申
」
民
14
.
3
.
5
)
。

(42)
建
平
「
四
十
年
前
省
港
話
劇
運
動
片
談
」
（
「
羊
城
晩
報
」

苫
局

所
収
）
。

(39)
陸
丹
林
「
四
大
冦
中
之
陳
少
白
」
（
「
革
命
史
諏
」
前
出
）
。

一
九
九
二
）。

一
九
九
一
）
。

一
九
五
七

・
十

一
・
十
六
）
。

C
よ
り
転
引
。

一
九
八
二
）
所
引
に
拠
る
。

小
説
戯
曲
研
究
巻
」
中
梧

毛ン、
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(65)
朱
少
秋
口
述
、
史
向
民
整
理
「
大
革
命
時
期
的
広
州
工
人
劇
社
」
（
「
四
劇
春
秋
」
前
出
）
。

欧
陽
予
偕
と
広
東
戯
劇
研
究
所
（
上
）

る
の
で
、
民
間
劇
社
で
間
違
い
あ
る
ま
い
。

い
う
か
ら
、
混
同
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

「作
劇
経
験
」
（

r+月」

(64)
郭
沫
若
自
身
は
、
血
花
劇
社
が
上
演
し
た
と
記
し
て
い
る
が
（
「
帰
去
来
」
）
、
民
間
劇
社
と
血
花
劇
社
と
は
、
劇
団
員
の
貸
し
借
り
が
あ
っ
た
と

所
収
）
。

(63)
欧
陽
予
偕
「
広
州
今
日
之
学
校
劇
」
（
原
載
「
広
」

(61)
「
黄
哺
軍
校
大
事
記
」
（
「
黄
浦
軍
校
建
校
六
十
週
年
紀
念
冊
」
長
城
出
版
社

(62)
「
木
鐸
社
挙
行
五
週
年
紀
年
」
（
「
広
」
民
18
.
1
.
12)
よ
り
、
成
立
年
を
確
定
で
き
る
。

(60)
欧
陽
予
偕
「
用
孵
語
演
話
劇
」
（

「戯
劇
」

出
て
い
る
。

（
「
広
」
）
な
ど
が
、
陸
続
誕
生
す
る
。

(53)
洪
深
「
従
中
国
的
「
新
戯
」
説
到
「
話
劇
」
」
（
「
戯
劇
研
究
」
第
二
期
、
「
広
」
民
18
.
2
.
23)
。

(54)
哀
国
興
「
外
来
影
評
与
中
国
近
代
戯
劇
変
革
模
式
的
演
進
」
（
前
出
）
。

(58)
覚
世
鐘
の
成
功
後
、
嶺
海
女
子
白
話
劇
(
C
)
、
楽
観
女
子
白
話
劇
、
達
観
女
子
白
話
劇
、
我
観
女
子
白
話
劇
社
、
香
江
幻
花
影
女
子
白
話
劇
社

(59)
た
だ
し
、
上
海
の
影
野
を
否
定
す
る
把
秀
「
請
問
陳
独
秀
」
（
「
戯
雑
誌
」
第
五
、
六
号
、

一
巻
一
号
、

一
九
二
九
年
五
月
）
。

一
九
三
0
年
二
月
〔
未
見
〕
、
「
欧
陽
予
偕
全
集
」
第
四
巻

(57)
姜
斌
「
旧
上
海
的
広
東
戯
」
（
「
晦
劇
春
秋
」
前
出
）
。

(56)注
(55)
に
同
じ
。

(55)
欧
陽
予
債
「
自
我
演
戯
以
来
」
（
前
出
）
。

9.`
•` 

一
九
八
四
）
。

上
海
文
芸
出
版
社

老

一
九
七
九
年
第
一

期
）
で
は
、
謬
夫
人
の
指
導
下
の
劇
団
だ
っ
た
と
記
し
て
い

一
九
九
〇

一
九
二
二
年
十
一
月
、
二
三
年
一

月
）
と
い
う
反
論
も
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〔付
記
〕

欧
陽
予
偕
と
広
東
戯
劇
研
究
所
（
上
）

一
九
九

0
年
八
月
、
宜
者
は
広
東
戯
劇
研
究
所
の
旧
址
を
尋
ね
て
、
広
州
を
訪
れ
た
。
広
束
省
芸
術
研
究
所
の
黄
鋭
明
氏
は
、
初
対
面
の

官
者
を
手
厚
く
接
待
し
て
く
だ
さ
り
、
広
東
戯
劇
研
究
所
の
学
生
と
し
て
、
大
陸
て
は
唯

一
人
ご
健
在
の
陳
酉
名
氏
に
引
き
合
わ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。

陳
氏
は
ご
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
者
の
た
め
わ
ざ
わ
ざ
旧
址
ま
て
案
内
し
て
く
た
さ
っ
た
。
黄
鋭
明
氏
、
陳
酉
名
氏
か
ら
は
、
「
割
劇
史
」
、
「
広

束
話
劇
運
動
史
料
集
」
第

一
集
、
第
二
集
な
ど
伐
重
な
肉
料
の
提
供
も
受
け
た
。
下
者
の
怠
役
に
よ
り
、
三
年
の
長
き
に
わ
た
り
学
恩
に
報
い
ず
に
き

た
こ
と
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
両
氏
の
ご
厄
慈
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

ベ
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